
 

 
 

２０１５年１月１５日 

 

玉 川 大 学 

小田急電鉄株式会社 

 

 

玉川大学と小田急電鉄が「連携・協力に関する基本協定」を締結 

 

 
 玉川大学（所在：東京都町田市 学長：小原 芳明）と小田急電鉄株式会社（本社：東京
都新宿区 社長：山木 利満）は、２０１５年１月１４日「連携・協力に関する基本協定」
を締結し、今後、産学連携の取り組みを進めてまいります。 

 

玉川大学は、小田急沿線である町田市玉川学園を拠点に８学部１６学科を擁し、「全人教
育」を第一の教育信条に掲げ、現在、約７，５００人が約６１万㎡の広大なキャンパスに
集い、幅広い教育活動を展開しています。また、小田急電鉄は、企業の社会的責任（ＣＳＲ）
を経営の根幹に掲げ、小田急線沿線を中心にグループワイドの事業を展開するとともに、
社会貢献活動を積極的に推進しています。 

 この度、両者は相互が持つ人的資源及び知的資産や地域資産を活用した教育・研究及び

社会貢献活動に向けて、連携・協力して取り組むことに合意し、基本協定を締結する運び

となりました。 

 
本協定の締結により、玉川大学は、教育・研究のさらなる充実と地域社会への貢献を目

的として小田急電鉄と連携・協力し、教育活動や学術研究の成果など大学の持つ知的資産
を地域社会に向け発信します。また、小田急電鉄は、企業の社会的責任（ＣＳＲ）を果た
すための取り組みとして、玉川大学が行う教育活動・学術研究に協力するとともに、玉川
大学と連携・協力して地域社会への貢献活動を推進いたします。 

 

 本協定に基づく具体的な取り組みは次ページのとおりです。 

 

 
 

小田急電鉄本社での基本協定締結式の様子 
（左）玉川大学 学長 小原 芳明 （右）小田急電鉄 社長 山木 利満 



 

 

記 

 

＜協定に基づく具体的な取り組み事項＞ 

 

１．利用者の列車乗降行動と乗降意識からみた分散乗車促進策の検討 

(１)期間：２０１５年１月～２０１６年３月 

(２)内容：玉川大学工学部２～４年生が、玉川学園前駅における分散乗車促進策を、 

人間工学の観点から調査・分析します。 

 

２．その他 

  玉川大学と小田急電鉄は、上記に加えて、今後も教育・研究及び社会貢献活動に向け

て連携・協力し、新たな取り組みを実施していく予定です。 

 

 

 

以 上 
 


